
進捗評価シート （様式１-１）

評価対象年度 平成２９年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

計画に記載
している内容

状況を示す写真や資料等

評価軸①-1
組織体制

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

機構改革により、文化振興課文化財係が郷土文化財室となり学芸員が1名増員となった。事務局である都市計画課と郷
土文化財室の連携はもちろんのこと、関連事業の主な担当部署である商工観光課との打合せ協議を随時行っている。

　本計画の推進体制は、本計画策定に主体的に係る都市計画課と郷土文化財室が担当し、各事業担当課と
庁内の横断的な連携を図りつつ、本計画の総合的かつ効果的な進行を図る。
　また、三島市歴史まちづくり協議会は、計画の円滑な実施に係る連絡調整や計画変更の協議及び計画の進
捗評価を行う。

計画の推進体制

項目

実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）進捗状況　※計画年次との対応

▲計画推進体制

三島市－1



進捗評価シート （様式１-２）

評価対象年度 平成２９年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

計画に記載
している内容

状況を示す写真や資料等

赤橋周辺（御殿川・鎌倉古道）地区を景観重点整備地区に、三嶋大社周辺地区を屋外広告物誘導整備地区に指定した。

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

重点区域における良好な景観を形成する施策

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

項目

まち並みと景観形成

評価軸②-1

　本市の歴史的風致、あるいはせせらぎと調和するまち並み景観の創出のために、三島市景観条例に基づく
景観重点整備地区が指定されていない地区については、三島市景観形成基本計画に位置付けられた方針に
基づき、段階的に指定を進めていく。
　屋外広告物については、本市の歴史的風致の状況を踏まえた上で、特に重点的に規模や掲出場所、意匠な
どの誘導を図るべき地区を抽出し、地区住民との合意形成を進めながら三島市屋外広告物条例に基づく屋外
広告物誘導整備地区の指定を進める。

屋外広告物誘導整備地区「三嶋大社周辺地区」の指定

（平成29年12月26日）

▲【取組前】 ▲【取組後】

景観重点整備地区「赤橋周辺（御殿川・鎌倉古道）地区」の指定

（平成29年12月26日）

▲【取組前】 ▲【取組後】
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進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 平成２９年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

状況を示す写真や資料等

進捗状況　※計画年次との対応

重点地区内に点在している13件の歴史的建造物を歴史的風致形成建造物に指定し、一部の建造物に銘板や高札を取り
付けた。
社会資本整備総合交付金（街なみ環境整備事業）を活用し、事業の事前評価を行った。

実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

重点区域内に点在している歴史的建造物（三嶋大社、楽寿館、梅御殿、暦師の館、懐古堂ムラカミ屋等）につ
いて、維持保全を図るために、必要に応じ補修及び修復などを行う。

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

歴史的風致形成建造物については、適切な維持保全が図られるよう、補修及び修復を
行っていく必要がある。

評価軸③-1

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

平成２８年度～３７年度

社会資本整備総合交付金（街なみ環境整備事業）、歴史活き活き！史跡等総合活用整備事業、
登録有形文化財建造物修理事業、文化財建造物等を活用した地域活性化事業、市単独事業

歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

歴史的風致形成建造物保全整備事業

▲銘板（イメージ図） ▲銘板（茶処 山田園）

▲高札（三嶋暦師の館） ▲高札（三嶋暦師の館）
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進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 平成２９年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

史跡山中城跡の再整備工事（平成29年度再整備地点：岱崎出丸一ノ堀）を引き続き実施するとともに、保存活用計画策定
に向け、基礎データの収集を行った

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

文化庁・静岡県文化財保護課から指導・助言を受け、また今後、史跡山中城跡保存活
用計画検討委員会を設置して事業を進めていく。

状況を示す写真や資料等

史跡等保存活用計画策定・史跡等総合整備活用事業

平成２９年度～平成３７年度

史跡等保存活用計画策定事業、史跡等購入費国庫補助事業、歴史活き活き！史跡等総合活用整備事業

山中城跡の調査及び史跡保存活用計画を策定するとともに、計画に基づき、復元整備などを行う。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項
評価軸③-2

項目

▲山中城跡入場者数推移

35617

45486
50935

66974
59625

0

20000

40000

60000

80000

25年度 26年度 27年度 28年度 29年度

▲一ノ堀再整備前 ▲一ノ堀再整備後
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進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 平成２９年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

事業内容
　1日目：山車シャギリ大会、子供シャギリ大会、当番町山車競り合い　等
　2日目：頼朝公出陣式、梯子のり、大神輿宮出し　等
　3日目：みしまサンバパレード、農兵節パレード　等
観光客数　１日目：７万人、２日目：１８万人、３日目：２１万人

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

三嶋大祭り補助事業

昭和５０年度～平成３７年度

状況を示す写真や資料等

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

市単独事業

今後も三嶋大祭りを継続的に開催しつつ、さらに魅力の向上を図り、保存・継承に繋げていくために、夏祭りの
運営費等の一部を補助する。

評価軸③-3

▲三嶋大祭り（子供シャギリ大会）の様子

▲三嶋大祭り（農兵節パレード）の様子
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進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 平成２９年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

・子どもたちへの指導：6回
・練習：適宜開催
・イベントや大会等への参加：9回

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

三島囃子は担い手不足が課題となっており、後継者育成の活動支援をするとともに、
民俗芸能に対する市民意識の向上や歴史、伝統を生かした地域づくりの推進をしてい
く必要がある。

評価軸③-4
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

三島囃子保存会補助事業

昭和５５年度～平成３７年度

市単独事業

静岡県指定の無形民俗文化財である三島囃子の保存・継承のために、三島囃子保存会の活動費の一部を補
助する。

状況を示す写真や資料等

▲全国土地改良連合会静岡大会での様子

▲三嶋大祭りでの様子
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進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 平成２９年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

評価軸③-5
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

地域文化財啓発補助事業

平成２８年度～平成３７年度

市単独事業、地域の核となる美術館、歴史博物館支援事業

民俗文化財の伝承のために、歴史研究を行う市民団体と三島市郷土資料館と行政が連携し、市内の民俗文
化財に関する調査を実施し、映像や報告書としてとりまとめる。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

映像作成には至らなかったが、石造物や古文書の調査に関する協議及び現地調査を行い、現在までの調査内容をまとめ
た研究会だよりや資料集を刊行した。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

市民団体と連携するとともに、調査は専門的な知識が必要になることから、専門家の意
見等を聞きながら、事業を進めていく必要がある。

状況を示す写真や資料等

▲現地調査の様子 ▲調査に関する協議の様子

▲伊豆勝覧（資料集）▲三島地域資料研究会だより
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進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 平成２９年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

評価軸③-6
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

景観重点整備地区内景観形成補助事業

平成１２年度～平成３７年度

市単独事業

三島市景観重点整備地区において、建築物を行為の制限に適合させるための工費の一部を補助する。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

良好な景観形成のため、景観条例・景観計画に基づく景観重点整備地区内の建築等について補助を行った。
　○平成２９年度実績　　「白滝公園・桜川地区」内の建築物の外観の変更：4件（1,874千円補助）

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

状況を示す写真や資料等

▲景観重点整備地区 「白滝公園・桜川地区」

▲外観修景（塗替）実施前 ▲外観修景（塗替）実施後
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進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 平成２９年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

評価軸③-8
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

案内看板統一化事業

平成２８年度～平成３７年度

市単独事業、歴史的風致活用国際観光支援事業

歴史的な建造物等を案内する既存の案内看板について、案内機能の向上を図るために、表記方法や意匠の
統一化、多言語化など案内看板の整備を進める。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

外国人観光客等を含めた来訪者の回遊性向上を目的として、多言語サイトへの入口となるＱＲコードが添付された英語併
記の案内看板の整備を行うとともに、多言語の観光案内パンフレットを作成した。（事例：三島駅　旧Mishima-Eki　→　新
Mishima Station）
・街中がせせらぎ案内サイン：90ヵ所
・5カ国語版観光案内パンフレット作成：5万部

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

状況を示す写真や資料等

▲外国語併記の案内看板（ＱＲコード） ▲外国語併記の案内看板

ＱＲコード

▲多言語観光パンフレット
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進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 平成２９年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

評価軸③-9
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

ふるさとガイドの会補助事業

平成３年度～平成３７年度

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

状況を示す写真や資料等

市単独事業

本市への来訪者に、市の歴史や人々の伝統的な活動についてボランティアで案内する「ふるさとガイドの会」
について、ボランティアガイド養成のための費用を補助する。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

・2回のガイド資質向上を目的とした研修会、勉強会に参加した。
・「ふるさとみしま歴史探訪」を2回実施した。
・市内小中学校等の学習活動に協力した。
・ガイド案内人数5,456人、案内件数354件

進捗状況　※計画年次との対応

▲ふるさとガイドの会活動の様子
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進捗評価シート （様式１-４）

評価対象年度 平成２９年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

計画に記載
している内容

評価軸④-1
文化財の保存又は活用に関する事項

項目

文化財の保存・活用を行うための施設

本市には、文化財等を保存し、情報発信をしている三島市郷土資料館を筆頭に、多くの施設があり、来訪者の
歴史学習、史跡や文化に対する意識の醸成に寄与する機能を担っている。
国指定文化財の山中城跡については、経年劣化という課題を抱えていることから、山中城跡の調査及び保
存・活用を図る保存活用計画の策定を行うとともに、計画に基づき復元整備を行っていく。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

○三島市郷土資料館事業
　１　企画展
　2017/2/4～5/28「三四呂人形展―これまでと、これから－」19,409人（59日）
　2017/6/3～8/6「三島のたからもの－市の指定文化財を大公開！－前期　歴史編」8,352人（56日）
　2017/8/8～9/10「三島のたからもの－市の指定文化財を大公開！－後期　美術編」6,736人（30日）
　2017/9/15～10/15静岡県立美術館移動美術展「富士山と静岡ゆかりの画家たち」2,195人（27日）
　2017/10/28～2/12「挿絵で見る江川太郎左衛門英龍」24,185人（91日）
　2017/2/24～6/3「新規収蔵品展―三島の明治から昭和」（開催中）
　※展示事業は他に、郷土資料館常設展、日本文学資料館、三嶋暦師の館（三嶋暦の展示）、西小学校郷土資料室で実
施。
　２　教室・講座
　⑴　郷土教室　5月～翌3月までの主に土・日曜日、月1～3回程度
　　古代のくらし、江戸時代の三島宿、昔のあそび、楽寿園の自然など　全24回　1,200人超（郷土資料館に要確認）
　⑵　その他
　　ふるさと講座　箱根旧街道ウォーキングジオツアー　2017/5/30　22人
　　企画展関連講演会「江川坦庵と幕末反射炉ブーム」　2017/11/11　83人
　　企画展関連事業「向山古墳群見学ツアー」　2017/8/30　23人
　　３市博物館連絡協議会「伊豆地域の近代化と旧韮山代官所」　2018/1/28　49人
　３　刊行物
　　郷土資料館だより　年３回　各号900部
　　企画展図録　江川太郎左衛門英龍　500部
　　三島宿関係資料集9　180部
　　三島市郷土資料館研究報告10　180部　ほか
○史跡山中城跡再整備事業
　平成24年度に実施した基本設計に基づき、平成25年度から30年度に再整備工事を実施するもので、
　平成29年度は第5期工事として岱崎出丸一ノ堀塁(※)を再整備した。また、再整備検討会を２回実施した。
　※日照障害により崩落した堀法面・畝４区画３２．９メートルを再整備

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

郷土資料館で行っている企画展・教室・講座に興味を持ってもらい、実際に来館・参加
してもらうために、分かり易いチラシ・告知方法が必要である。またリピーターを増やす
ためには参加者の満足度を上げることが必要であり、他館との情報交換等を行ってい
る。

状況を示す写真や資料等

▲郷土資料館だより ▲企画展チラシ

▲教室の様子
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進捗評価シート （様式１-４）

評価対象年度 平成２９年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

計画に記載
している内容

評価軸④-2
文化財の保存又は活用に関する事項

項目

文化財の防災

文化財のうち有形文化財は、火災、地震、落雷、水害、台風等の災害により毀損、滅失する恐れがあることか
ら、個別の有形文化財ごとに防災対策を検討し、被災リスクの軽減を図ることが求められる。美術工芸品など
の有形文化財は、盗難に遭わないように防犯設備設置を推奨するとともに、所有者の防犯に対する意識向上
を図る。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

文化財防火デーにあわせ、三嶋大社、楽寿館、佐野美術館、三島市郷土資料館で防災訓練を実施した。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

毎年、静岡県文化財保護課を通して文化庁から文化財防火デー及び防火訓練の実施
状況の調査報告依頼があり、対象施設にその旨を通知、報告等の提出を求めている。

状況を示す写真や資料等

静岡新聞▶
2018/1/23

▲楽寿館からの出火を想定した消防訓練

2018/1/25実施

三島市－12



進捗評価シート （様式１-４）

評価対象年度 平成２９年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

計画に記載
している内容

評価軸④-３
文化財の保存又は活用に関する事項

項目

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

状況を示す写真や資料等

文化財の保存・活用の普及・啓発

本市に分布する文化財のパンフレット作成や市ホームページの充実化を図ることや、発掘調査、整備工事、建
造物修理の現場説明会などを随時実施することは、市民が文化財に対して理解を深める機会の創出に繋が
る。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

「箱根旧街道 西坂」「向山古墳群公園」「史跡山中城跡　花あるき」「三島市文化財ガイド」の4種のリーフレットを発行・リ
ニューアル増刷した。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

文化財の各種リーフレット

三島市－13



進捗評価シート （様式１-５）

評価対象年度 平成２９年度

静岡新聞

三島市　“歴まちカード”の配布始める

状況を示す写真や資料等

『英雄たちの選択』　秀吉vs.“山城”　山城からみる戦国

□計画の進捗に影響あり
■計画の進捗に影響なし

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

三島の歴史的風致に関する内容が多数報道された。これらの報道を通して、歴史的風致の維持向上に関する認識が高ま
ることが期待される。

評価軸⑤-1
効果・影響等に関する報道

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

NHK静岡
2018/1/18 ＮＨＫ　BSプレミアム
2017/10/25

市指定文化財85点を紹介 2017/6/9 静岡新聞

報道等タイトル

五輪後見据えた政府制度　「三嶋大祭り」登録　歴史や文化発信へ

年月日

2917/6/26

掲載紙等
三島夏まつりの名称変更　今年から「三嶋大祭り」に 2017/5/10

静岡新聞

「三嶋大祭り」ビヨンド認証　歴史や文化、伝統評価 2017/6/22 伊豆日日新聞
三島・大場の八坂神社　裸みこし 今年も 2017/7/2 静岡新聞
歴史・街並み広く保全　建造物や独自文化後世に 2017/7/12 日本経済新聞
山車の競り合い 勇壮　「三嶋大祭り」名称新たに開幕 2017/8/16 静岡新聞
子供しゃぎり力強く　８チーム250人参加 2017/8/16 静岡新聞
頼朝役木下さん「出陣」　旗挙げ行列 観客から声援 2017/8/17 静岡新聞
三嶋大祭り最高潮　盛大に農兵節パレード　息合った踊り披露 2017/8/18 静岡新聞
大迫力 流鏑馬に驚き　踊り、山車競り合いで幕 2017/8/18 伊豆日日新聞
「しゃぎり」が縁 三島市民と交流　今年も祭りの輪に 2017/8/25 静岡新聞
江戸後期の三島描く　郷土資料館 びょうぶ絵など32点 2017/8/30 伊豆日日新聞
城ガール隊 県内参上！名跡巡る旅　三島・山中城跡 障子堀に歓声 2017/9/8 静岡新聞
歴史的建造物５件 初指定　三島市 築50年「看板建築」 2017/10/19 静岡新聞
「箱根八里」を観光資源に　三島市が交通社会実験 2017/10/24 日本経済新聞
山中城跡（三島）　旅行口コミサイトで高評価　箱根旧街道に「追い風」 2017/11/1 静岡新聞
松並木冬の装い　国道沿いでこも巻き 2017/11/8 伊豆日日新聞
三嶋大社など名所紹介　歴史まちづくりカード作成 2017/11/17 毎日新聞
「箱根八里」を観光振興に活用　三島市が交通社会実験 2017/11/20 日本経済新聞
城を攻め解く（３）山中城の空堀　底に複雑な土手、進軍阻む 2017/12/20 日本経済新聞

造園業者ら松並木のこも外し 2018/3/8 静岡新聞

牛役の「もう」に拍手　三嶋大社 五穀豊穣願い「お田打ち」 2018/1/8 静岡新聞
三嶋大社で防火訓練 2018/1/23 読売新聞

◀ 日本経済新聞

静岡新聞▶
2017/10/19

▲静岡新聞
2017/8/16
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進捗評価シート （様式１-６）

評価対象年度 平成２９年度

計画に記載
している内容

□計画の進捗に影響あり
■計画の進捗に影響なし

状況を示す写真や資料等

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で。記事・議会議事録等を添付

伊豆の玄関口であるという地理的要因や三嶋大社などの観光資源があることに加え、街の整備や特産品の積極的なPR
活動の成果として、年々観光交流客数は増加している。平成28年度の三島市における観光交流客数は、平成15年度
（2003）と比べて、観光交流客数が約690万人増大し、住民の住環境に対する満足度は6.6ポイント上昇した。

観光交流客

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

その他（効果等）

項目

評価軸⑥-1

市民及び観光客に向けて、多様な媒体を活用した積極的な情報発信を行うことにより、観光客の増加に繋が
るとともに、市民の歴史的資源への認識と意識の向上に繋がり、歴史的風致の維持向上が期待される。

住環境満足度と観光交流客数の推移
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進捗評価シート （様式１-６）

評価対象年度 平成２９年度

計画に記載
している内容

評価軸⑥-2
その他（効果等）

項目

歴史まちづくり計画認定1周年記念事業

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で。記事・議会議事録等を添付

三島市の代表的な歴史的風致である三嶋大社について理解を深めるための記念講演を行ったほか、歴史的風致維持向
上計画に基づく5つの看板建築を三島市歴史的風致形成建造物として指定するセレモニーを行い、約150人の参加者が集
まった。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

□計画の進捗に影響あり
■計画の進捗に影響なし

状況を示す写真や資料等

▲1周年記念事業のポスター

▲記念講演の様子
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